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 荒川区民総幸福度（GAH）に関する研究プロジェクト 
 
 
 
 

 
 子どもの貧困・社会排除問題研究プロジェクト 
 
 

 
 
 

 
 親なき後の支援に関する研究プロジェクト 
 
 
 
 
 地域力研究プロジェクト 

 
 
 
 
 

 
 ＣS と職員のモチベーションに関する研究プロジェクト 

 
 
 
 
 
 

 自然体験を通じた子どもの健全育成研究プロジェクト 

 
 
 
 
 
 中学卒業後の子ども・若者が抱える困難に関する研究プロジェクト 

 
 

 「区政は区民を幸せにするシステムである」というドメイン（事業領域）を

具現化するために、区民の皆さんの幸福実感を測る荒川区民総幸福度（グロ

ス・アラカワ・ハッピネス：GAH）の指標を作成し調査を行っています。区民

一人ひとりが幸福を実感できる地域社会を築いていくための提言を行います。 

 未来社会の守護者である全ての子どもが希望を抱き、健やかに成長してい

くことができる社会の実現にむけて、課題整理とケーススタディ分析を行い

ました。そして、子どもの貧困につながる７つのリスクと３つの決定因子が

存在すると分析し、区がこれらの問題に取り組む方向性として「あらかわシ

ステム」の構築を提言しました。 

 障がいのある人が「親なき後（親が子どもを支えられなくなった時）」にも地

域で安心して暮らすために何が必要か、障がい者・保護者、地域社会、行政等が

果たすべき役割を提言しました。 

 これまで地域で育まれてきたコミュニティを次世代に継承・強化していくと

ともに、区民一人ひとりが互いに支え合うことができる地域コミュニティのあ

り方を考察しました。平成２４年には、書籍『地域力の時代－絆がつくる幸福な

地域社会』を出版しました。最終報告では、ボランティアへの参加をテーマにし、

活動参加のインセンティブについて考察しています 

 住民に直接サービスを提供する基礎自治体ならではの顧客満足（CS）の向上と、

そのために必要とされる職員の意識改革や、動機付けの方策について分析を行い

ました。その結果、職場のワークモチベーションの向上には４つの戦略変数と６つ

の人的変数が重要であると結論付けています。 

 自然体験が子どもの健やかな成長にとって重要な要素であることを、国内外の

実証研究やアンケート結果をもとに改めて検証し、そのうえで、荒川区における

自然体験プログラムを体系的に整理して、より効果的・効率的な事業実施の方法

や取り組みの方向性について提言を行いました。 

それぞれのテーマに関して報告書 
や書籍を発行しています。 

研究テーマ紹介 

 基礎自治体が把握することが難しい、中学卒業後の子ども・若者が抱える「困

難」に関して、困難が続いた場合、どのような将来的なリスクが考えられるの

か、また困難の背景にどのような潜在的なリスクがあるかを検証しました。先行

研究の検討やケース分析結果の考察をふまえて、子ども・若者・その家族の「孤

立」を防ぎ、子ども・若者の「困難」の改善や社会的自立に向けた方向性を提案

しました。 
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